


雨と風の音で、目が覚めました。

昨夜は風が気持ちよかったので、窓を開けていました。

なので、窓ぎわにおいた机がすっかり濡れてしまいました。

部屋の電気を消して、目をつぶってみても、なかなか眠れない夜でした。



久しぶりに、羊でも数えよう。

まぶたの中に草原を描き、柵をひとつ、立てる。

さっそく、羊が一匹現れました。



















わたしは、柵に向かい合いました。

すこし高い、ハードル。

数歩、後ろに下がって、助走。

そして、ジャンプ。

蹴り上げた足は、利き足とは逆になってしまいました。

力が入らない。



見ていた羊が、とっさに、私を柵の向こうへ押しやりました。

超えた、超えた、

だけど、

顔面から着地ーーー







今日は台風のようです。

じめじめした空気、

強い向かい風の中、学校に行かなくてはなりません。

きっと、帰る頃には、くたくた。

そんなことを考えているうちに、

今日見た夢のことはすっかり忘れてしまいました。


